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書

評

高
木
博
志
著

『
近
代
天
皇
制
と
古
都
』藤

田

大

誠

一　

�

近
代
天
皇
制
の
「
普
遍
」
と
「
特
殊
」

　

著
者
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
・
高
木
博
志
氏
は
、

長
年
に
亙
つ
て
、
文
化
史
と
政
治
史
を
接
合
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

近
代
天
皇
制
研
究
を
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
を
り
、
そ
の
代
表
的

著
作
で
あ
る
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究―

天
皇
就
任
儀
礼
・

年
中
行
事
・
文
化
財―

』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）
を
は
じ
め
と

す
る
注
目
す
べ
き
研
究
を
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。

　

本
書
も
ま
た
、
従
前
の
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
ふ
べ
き

だ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』
と
本

書
で
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
の
置
き
方
が
違
う
」
の
で
あ
り
、「
前
書
で

は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
絶
対
主
義
的
天
皇
制
論
へ
の
批
判
と
し

て
、
明
治
期
の
天
皇
制
の
国
際
社
会
と
の
「
普
遍
」
的
な
側
面
に
着

目
し
た
。
そ
れ
に
対
し
本
書
で
は
、
絶
対
主
義
的
天
皇
制
論
の
思
想

を
批
判
的
に
引
き
継
ぎ
、
天
皇
制
に
お
け
る
近
代
に
創
り
だ
さ
れ
た

「
固
有
」
な
部
分
、「
万
世
一
系
」
を
文
化
的
に
顕
現
す
る
古
都
に
向

き
合
っ
た
。」（「
あ
と
が
き
」）
と
記
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
両
書
は
共

通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
近
代
天
皇
制
の
「
普
遍
」
と

「
特
殊
（
固
有
）」
の
両
面
に
焦
点
を
当
て
た
、
い
は
ば
コ
イ
ン
の
裏

表
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
も
い
へ
よ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
「
序
」
に
は
、「
明
治
維
新
か
ら
一
八
八
九
年
の
大

日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
ま
で
に
、
近
代
天
皇
制
の
核
心
と
な
る
「
万

世
一
系
」
の
「
国
体
」（
天
皇
を
い
た
だ
く
く
に
が
ら
・
国
家
体
制
）
が

定
置
さ
れ
、
そ
れ
を
う
け
て
、
奈
良
・
京
都
の
古
都
も
、
日
本
の

「
歴
史
」「
伝
統
」「
文
化
」
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
、
近
現
代
を

通
じ
て
創
り
だ
さ
れ
る
。」
と
あ
り
、
本
書
も
前
著
と
同
様
、
海
外

か
ら
輸
入
さ
れ
て
久
し
い
「
創
ら
れ
た
伝
統
論
」
や
「
国
民
国
家

論
」
と
い
ふ
、
近
代
国
民
国
家
（
明
治
国
家
）
形
成
批
判
の
コ
ン
テ

キ
ス
ト
を
意
識
し
つ
つ
、「
明
治
維
新
以
後
、
近
代
天
皇
制
の
文

化
的
な
諸
要
素
が
作
り
だ
さ
れ
た
こ
と
に
力
点
を
置
く
」（『
近
代

天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』
一
二
頁
）
視
点
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
つ
ま

り
著
者
は
、「
私
自
身
は
、
京
都
御
所
の
な
か
で
「
生
き
神
」
と
し

て
、
山
城
国
を
中
心
と
す
る
畿
内
の
地
域
社
会
に
限
定
さ
れ
つ
つ
宗

教
的
・
文
化
的
機
能
を
果
た
し
た
天
皇
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

の
東
京
「
奠て
ん

都と

」
に
よ
り
全
国
区
へ
と
飛
躍
し
、
か
つ
明
治
維
新
か
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ら
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
ま
で
の
過
程
を
通
じ
て
、「
神
武
創
業
」

の
「
万
世
一
系
」
の
系
譜
が
創
り
だ
さ
れ
た
、
そ
の
創
り
だ
さ
れ

た
側
面
を
強
調
し
た
い
。」（「
序
」）
と
記
し
て
ゐ
る
如
く
、「
特
殊
」

の
側
面
に
力
点
を
置
き
つ
つ
あ
く
ま
で
も
前
著
と
変
は
ら
ぬ
「
創

出
」
面
を
重
視
し
た
研
究
目
的
を
本
書
で
も
明
確
に
提
示
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

　

即
ち
本
書
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
「
天
皇
が
い
な
く
な
っ
た
旧

都
」
で
あ
り
、「
天
皇
制
の
「
故
地
」
と
し
て
、
文
化
的
に
特
別
な

意
味
」（「
序
」）
を
持
つ
〈
古
都
〉
の
創
出
と
い
ふ
視
角
か
ら
近
代

天
皇
制
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
小
路
田
泰
直
「
天
皇

制
と
古
都
」（
中
塚
明
編
『
古
都
論―

日
本
史
上
の
奈
良―

』
柏
書
房
、
一

九
九
四
年
）
の
や
う
な
小
論
は
あ
つ
た
が
、
近
代
天
皇
制
に
お
け
る

文
化
統
合
論
や
文
化
財
論
の
十
分
な
蓄
積
を
有
す
る
著
者
に
よ
つ
て
、

豊
富
な
史
料
の
提
示
と
そ
の
分
析
に
基
づ
い
た
、
奈
良
と
京
都
の
比

較
を
も
含
む
本
格
的
な
古
都
論
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
研
究
史
上
、

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
は
れ
る
。

二　

本
書
の
全
体
像
と
そ
の
特
徴

　

次
に
本
書
の
全
体
像
を
摑
む
た
め
、
目
次
を
示
し
て
お
か
う
。

　
　
　

序

　
　

第
一
部　

古
都
奈
良

　

第
一
章　

･

近
代
に
お
け
る
神
話
的
古
代
の
創
造―

―

畝
傍
山
・
神

武
陵
・
橿
原
神
宮
、
三
位
一
体
の
神
武
「
聖
蹟
」―

―

　

第
二
章　

･

近
代
天
皇
制
と
古
代
文
化―

―

「
国
体
の
精
華
」
と
し

て
の
正
倉
院
・
天
皇
陵―

―

　
　

第
二
部　

古
都
京
都

　

第
三
章　

近
世
の
内
裏
空
間
・
近
代
の
京
都
御
苑

　

第
四
章　

古
都
京
都
イ
メ
ー
ジ
の
近
代

　
　

第
三
部　

陵
墓
と
世
界
遺
産

　

第
五
章　

･

陵
墓
の
近
代―

―

皇
霊
と
皇
室
財
産
の
形
成
を
論
点
に

―
―

　

第
六
章　

近
代
の
陵
墓
問
題
と
継
体
天
皇
陵

　

第
七
章　
「
仁
徳
天
皇
陵
」
を
世
界
遺
産
に
！

　

補　

論　

･

桜
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム―

―

日
清
戦
争
以
後
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
植
樹―

―

　
　

あ
と
が
き

　

予
め
本
書
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
古
都
論
の
結
論
的
な
部
分
を
引
く

と
、「
奈
良
は
、
ひ
と
つ
に
は
「
神
武
創
業
」
の
「
神
話
的
古
代
」

の
場
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
「
日
本
文
化
」
創
生
の
起
点
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ギ
リ
シ
ャ
文
明
に
比
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
創

り
だ
さ
れ
た
。
ま
た
京
都
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
「
国
風
文
化
」

と
し
て
、
中
国
や
朝
鮮
に
も
な
い
純
粋
な
「
日
本
文
化
」
と
し
て
表

象
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
「
帝
国
」
の
時
代
に
は
、
今
日
に

つ
な
が
る
「
日
本
国
民
の
文
化
的
素
質
」（
内
藤
湖
南
「
日
本
国
民
の
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文
化
的
素
質
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
一
八
三
・
四
号
、
一
九
二
九
年
）
の

諸
要
素―

―

歌
舞
伎
・
能
・
真
宗
・
南
蛮
（
欧
州
）
文
化
に
つ
な
が

る
海
外
に
開
か
れ
た
安
土
・
桃
山
文
化
の
イ
メ
ー
ジ―

―

が
重
層
す

る
も
の
と
な
っ
た
（
本
書
第
四
章
）。」（「
序
」）
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
、「
天
皇
制
の
装
置
と
し
て
の
古
都
の
創
出
」

に
関
は
つ
て
、
現
在
の
「
象
徴
天
皇
制
」
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て

ゐ
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
特
に
「
陵
墓
」
と
「
御
物
」
を
挙
げ
て
、

主
に
〈
文
化
財
〉
の
「
公
開
」
か
「
秘
匿
」
か
、
と
い
ふ
観
点
か
ら

論
じ
て
ゐ
る
が
、
さ
ら
に
戦
後
に
な
っ
て
「
古
都
」
と
い
ふ
「
文
化

財
」
と
し
て
自
己
を
表
象
す
る
奈
良
・
京
都
自
体
も
「
文
化
財
化
」

の
道
を
辿
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
あ
く
ま
で
も
〈
文
化
財
〉
の
問
題

と
し
て
捉
へ
て
論
じ
切
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
（「
序
」）。

　

と
り
わ
け
第
二
章
は
、「
近
代
日
本
で
生
み
だ
さ
れ
た
「
怪
物
」

と
し
て
の
国
体
を
考
え
る
に
際
し
て
、
課
題
と
し
て
、「
万
世
一
系
」

の
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
始
源
と
し
て
の
古
代
と
、
そ
れ

を
粉
飾
す
る
古
代
文
化
の
、
明
治
期
に
お
け
る
創
造
の
過
程
を
考

察
」（
五
九
頁
）
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
「
帝
国
憲
法
発
布
の
時

期
に
制
度
化
さ
れ
、
国
体
を
視
覚
化
す
る
古
代
文
化
と
な
」
つ
た
正

倉
院
と
天
皇
陵
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
で
あ
る
（
六
〇
頁
）。
こ
こ
で

著
者
は
、「
明
治
憲
法
体
制
下
で
、
国
宝
に
代
表
さ
れ
る
文
化
財
を

展
示
す
る
常
設
の
帝
国
博
物
館
（
一
九
〇
〇
年
に
帝
室
博
物
館
）
が
確

立
す
る
。
こ
こ
に
国
宝
な
ど
の
文
化
財
や
史
蹟
名
勝
と
い
っ
た
「
開

か
れ
た
」
文
化
財
と
、
正
倉
院
御
物
（
欧
州
王
室
の
私
宝
に
比
せ
ら
れ

る
）
や
天
皇
陵
な
ど
の
「
秘
匿
さ
れ
た
」
文
化
財
と
い
う
、
二
本
立

て
の
文
化
財
の
体
系
が
で
き
あ
が
っ
た
。」
と
述
べ
、「
日
本
近
代
の

文
化
財
の
公
開
性
と
秘
匿
性
と
の
両
義
性
は
、
近
代
天
皇
制
に
お
け

る
、
欧
州
と
も
普
遍
的
な
君
主
的
要
素
と
日
本
独
自
な
「
国
体
」
の

要
素
と
の
両
義
性
に
通
じ
る
」
と
指
摘
す
る
（
八
八―

八
九
頁
）。

　

そ
れ
故
、
例
へ
ば
「
仁
徳
天
皇
陵
」
を
は
じ
め
と
す
る
陵
墓
は
、

現
状
で
は
「
国
民
・
国
境
す
ら
も
越
え
た
「
普
遍
的
価
値
」（
そ
の

価
値
自
体
は
欧
米
中
心
で
あ
り
、
相
対
化
す
る
視
点
を
要
す
る
が
）
を
有

す
る
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
は
な
り
え
な
い
」
た
め
、
二
十
一
世
紀

に
「
仁
徳
天
皇
陵
」
が
「
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、「
日

本
の
天
皇
制
」
が
ま
ず
は
「
君
主
制
」
へ
の
民
主
化
の
階
梯
を
一

つ
昇
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」
と
の
提
唱
と
「
予
言
」（
希
望
的
観

測
？
）
を
も
著
者
は
行
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（「
序
」）。

　

さ
ら
に
、
本
書
に
お
い
て
は
、
近
代
日
本
の
都
市
計
画
論
や
都
市

空
間
（
景
観
）
論
の
歴
史
と
も
密
接
に
関
は
る
、
い
は
ば
「
近
代
神

苑
論
」
と
「
内
裏
空
間
論
」
と
も
い
ふ
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
視
角
が
導

入
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
興
味
深
い
点
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、「
古
都

奈
良
」
に
お
け
る
畝
傍
山
・
神
武
天
皇
陵
・
橿
原
神
宮
の
三
位
一
体

と
し
て
の
神
武
天
皇
「
聖
蹟
」
の
形
成
を
論
じ
た
第
一
章
と
、「
古

都
京
都
」
に
お
け
る
近
世
の
「
内
裏
空
間
」（
禁
裏
・
仙
洞
御
所
・
宮
・

公
家
屋
敷
な
ど
か
ら
な
る
九
門
内
の
築
地
空
間
）
か
ら
近
代
の
「
京
都
御
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苑
」
へ
の
変
遷
、
或
は
鴨
東
岡
崎
の
平
安
神
宮
創
建
を
論
じ
た
第
三

章
に
お
い
て
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
を
り
、
さ
ら
に
は
、
両
者
は
相
似

的
な
も
の
、
関
連
性
の
深
い
も
の
と
し
て
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

と
り
わ
け
第
一
章
で
注
目
す
べ
き
は
、
鈴
木
良
氏
に
よ
る
部
落
史

か
ら
の
一
連
の
研
究
が
、「
聖
な
る
神
武
陵
の
創
出
・
整
備
過
程
と
、

被
差
別
部
落
で
あ
る
洞
部
落
の
強
制
移
転
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
も
と
に
描
か
れ
」
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
著
者
は
、
明
治
三
十
年

代
の
奈
良
県
庁
に
よ
る
橿
原
神
宮
神
苑
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、

「
一
八
八
〇
年
代
以
降
に
、
京
都
御
苑
、
伊
勢
神
宮
・
熱
田
神
宮
神

苑
、
皇
居
と
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
畝
傍
山
と
そ
の
山
麓
と
い
っ
た
天

皇
制
に
か
か
わ
る
清
浄
な
る
空
間
・
景
観
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と

が
、
全
体
と
し
て
連
鎖
・
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

通
し
」
か
ら
、「
私
の
意
図
は
、
畝
傍
山
と
そ
の
山
麓
全
体
の
清
浄

な
景
観
づ
く
り
の
解
明
で
あ
り
、
鈴
木
の
よ
う
に
被
差
別
部
落
の
問

題
に
特
化
で
き
な
い
」
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
（
四―

八
頁
）。

　

ま
た
、
第
三
章
で
は
、
近
世
の
「
内
裏
空
間
」
と
明
治
十
年
代
に

京
都
府
に
よ
つ
て
「
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
近
代
の
「
京

都
御
苑
」
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
著
者
は
、
明
治
元
年
十

二
月
の
行
政
官
布
告
で
九
門
内
の
通
行
を
禁
じ
た
こ
と
を
「
人
々
に

開
か
れ
た
近
世
の
内
裏
空
間
と
は
、
対
極
の
制
限
」（
一
二
三
頁
）
と

見
做
し
、
さ
ら
に
、「
一
八
八
三
年
一
月
の
岩
倉
具
視
の
「
京
都
皇

宮
保
存
ニ
関
シ
意
見
書
」
に
よ
り
、
京
都
御
苑
と
い
う
空
間
を
、
国

際
社
会
の
中
で
「
日
本
文
化
」「
伝
統
」
と
し
て
利
用
す
る
文
化
戦

略
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
皇
室
財
産
と
し
て

の
京
都
御
苑
は
、
次
第
に
庶
民
と
は
隔
た
っ
た
、
閉
じ
た
空
間
へ
と

変
貌
し
て
ゆ
く
。」（
一
〇
〇
頁
）
と
述
べ
、「
京
都
御
苑
や
鴨
東
岡
崎

の
平
安
神
宮
な
ど
が
、
平
安
時
代
以
来
続
い
て
き
た
か
の
よ
う
な
幻

想
を
振
り
ま
い
て
登
場
し
た
。」（
一
三
一
頁
）
と
断
じ
て
ゐ
る
。

　

但
し
、
本
書
の
や
う
な
「
権
力
」
対
「
庶
民
」
と
い
ふ
二
項
対
立

的
な
図
式
だ
け
で
は
、「
近
代
京
都
」
と
い
ふ
都
市
空
間
形
成
の
意

義
を
見
誤
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
著
者
は
、
あ
く

ま
で
「
国
民
国
家
」
の
相
対
化
を
図
ら
う
と
す
る
が
、
一
方
で
日
本

近
代
都
市
史
・
建
築
史
を
専
攻
す
る
中
川
理
氏
は
、
平
安
神
宮
創
建

や
京
都
に
お
け
る
内
国
勧
業
博
覧
会
に
つ
い
て
触
れ
る
中
で
、
槇
村

正
直
や
北
垣
国
道
と
い
ふ
二
人
の
「
府
知
事
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た

近
代
都
市
を
目
指
す
ベ
ク
ト
ル
と
、
岩
倉
具
視
が
主
張
す
る
歴
史
都

市
を
目
指
す
ベ
ク
ト
ル
。
し
か
し
、
二
つ
は
必
ず
し
も
互
い
に
相
容

れ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
、
二
つ

の
ベ
ク
ト
ル
は
岡
崎
と
い
う
地
で
合
流
す
る
こ
と
に
な
る
。」
と
述

べ
、「
京
都
と
い
う
都
市
の
近
代
を
と
ら
え
る
、
こ
こ
で
の
二
つ
の

方
向
性
は
、
そ
の
後
も
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
を
築
い
て
い
く
。
考
え
て

み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
と
は
、
日
本
と
い
う
国
が
、
近
代
国

家
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
二
つ
の
要
素
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
と
も
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
」（「「
み
や
こ
」
と
モ
ダ
ン
建
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築―
京
都
の
近
代
史
と
街
づ
く
り―

」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
知
る
を
楽
し
む　

な
ん
で

も
好
奇
心　

四―

五
月
』
二
〇
〇
五
年
）
と
指
摘
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
補
論
は
「
近
代
の
旧
城
下
町
・
弘
前
を
素
材
と
し
た
、

あ
の
魅
力
的
な
「
桜
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
と
い
う
仕
事
」（
畔

上
直
樹
「
高
木
博
志
報
告
を
聞
い
て
」『
歴
史
評
論
』
六
五
九
、
二
〇
〇
五

年
）
を
収
録
し
た
も
の
で
、
直
接
〈
古
都
〉
に
関
は
る
も
の
で
は
な

い
が
、
本
書
に
は
収
録
さ
れ
な
か
つ
た
著
者
の
「
紀
念
祭
の
時
代

―

旧
藩
と
古
都
の
顕
彰―

」（
佐
々
木
克
編
『
明
治
維
新
期
の
政
治
文

化
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
を
一
読
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
収
録

意
図
も
窺
は
れ
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
〈
古
都
〉
や
〈
旧
藩
〉
の
顕
彰

（
郷
土
愛
）
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
愛
国
心
）
と
の
連
動
が
論
じ
ら
れ
、

〈
軍
都
〉
論
と
〈
古
都
〉
論
の
接
続
が
図
ら
れ
て
を
り
、
著
者
の
現

在
の
研
究
を
先
取
り
す
る
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

本
書
の
問
題
点
と
今
後
の
研
究
課
題

　

以
上
の
や
う
に
、
多
岐
に
亙
る
重
要
な
視
点
を
提
供
さ
れ
て
ゐ
る

本
書
か
ら
、
評
者
は
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
も
の
の
、
一
方

で
各
論
考
に
お
け
る
立
論
の
仕
方
や
そ
の
結
論
に
は
、
聊
か
納
得
出

来
な
い
面
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　

本
論
の
末
尾
に
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
本
書
の
結
論
と
も
捉
へ
ら

れ
る
、
第
七
章
の
「「
仁
徳
天
皇
陵
」
を
世
界
遺
産
に
！
」
と
い
ふ

題
名
の
、
学
術
論
文
な
の
か
政
治
的
（
文
化
的
？
）
ア
ピ
ー
ル
な
の

か
聊
か
判
断
し
辛
い
文
章
の
中
で
著
者
は
、「
一
九
九
七
年
四
月
十

八
日
に
、
皇
室
用
財
産
と
し
て
の
正
倉
院
正
倉
は
、
重
要
文
化
財
か

ら
即
日
の
国
宝
指
定
を
経
て
、
は
じ
め
て
文
化
庁
に
よ
る
世
界
遺
産

へ
の
登
録
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と
を
、「
皇
室
の
私
的
な
性
格
の

濃
い
皇
室
用
財
産
で
は
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
ま
ま
な
ら
ず
、
国

内
法
で
あ
る
文
化
財
保
護
法
の
最
高
ラ
ン
ク
の
国
宝
＝
国
民
の
財
産

で
あ
る
こ
と
を
追
加
規
定
し
て
、
は
じ
め
て
世
界
と
の
普
遍
性
・
互

換
性
を
獲
得
し
え
た
」
も
の
と
評
価
し
、
さ
ら
に
、
平
成
に
入
つ

て
「
旧
皇
室
財
産
系
の
文
化
財
が
大
規
模
に
公
開
さ
れ
た
」
こ
と
な

ど
も
挙
げ
て
、「
こ
れ
は
昭
和
か
ら
平
成
の
皇
室
へ
と
移
る
な
か
で
、

天
皇
制
の
文
化
的
な
役
割
が
増
大
し
、「
秘
匿
さ
れ
た
文
化
財
」
の

情
報
公
開
が
促
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
主
張
す
る
（
二
三
〇
頁
）。

　

こ
れ
は
、
本
書
を
書
評
し
た
布
川
弘
氏
の
「
著
者
は
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
に
、
日
本
独
自
の
君
主
制
で
あ
る
近
代
天
皇
制
の
終
わ

り
の
始
ま
り
を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」（『
日
本
史
研
究
』
五

四
二
、
二
〇
〇
七
年
）
と
い
ふ
感
想
を
導
く
の
に
十
分
な
記
述
で
あ

る
。
し
か
し
、
陵
墓
や
御
物
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
公
開
性
を
伴

ふ
〈
文
化
財
〉
概
念
、
も
し
く
は
〈
世
界
文
化
遺
産
〉
概
念
の
画
一

的
な
枠
組
の
中
に
強
引
に
押
し
込
め
る
や
う
に
し
て
論
じ
切
つ
て
し

ま
ふ
論
旨
展
開
に
は
、
や
は
り
違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
従

つ
て
、
こ
こ
で
は
大
き
く
二
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
点
は
、
著
者
は
「
日
本
の
文
化
財
は
、
公
共
性
の
あ
る
史
蹟
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や
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
美
術
・
国
宝
な
ど
の
「
開
か
れ
た
文
化

財
」
の
体
系
と
、
秘
匿
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
秘
性
・
権
威
が
増
す
、

正
倉
院
御
物
・
天
皇
陵
な
ど
の
皇
室
財
産
の
体
系
の
、
二
つ
の
体
系

が
あ
っ
た
」（
二
三
二
頁
）
と
主
張
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
肝
心
の

「
皇
室
財
産
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
「
天
皇
家
の
私
有
財
産
」（「
序
」）

と
い
ふ
画
一
的
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
問
題
と
さ
れ
る
「
皇
室
財
産
」
形
成
史
に
お
い
て
、

多
く
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
多
種
多
彩
な
議
論
、
理
由
に
基
づ

い
て
御
料
や
皇
室
財
産
の
形
成
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
、
或
は
皇
室

財
産
そ
の
も
の
に
対
す
る
「
本
質
的
な
法
性
格
に
つ
い
て
の
思
想
理

論
」
が
一
定
し
な
い
ま
ま
に
明
治
二
十
二
年
の
皇
室
典
範
成
立
、
同

四
十
三
年
の
皇
室
財
産
令
公
布
に
至
つ
た
と
い
ふ
複
雑
な
経
緯
（
皇

室
法
研
究
会
編
『
共
同
研
究　

現
行
皇
室
法
の
批
判
的
研
究
』
神
社
新
報
社
、

昭
和
六
十
二
年
）
に
対
す
る
関
心
が
希
薄
な
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
皇
室
財
産
制
度
を
精
査
し
た
川
田
敬
一
氏
は
、「
皇
室
財

産
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
君
主
制
を
参
考
に
し
て
、
皇
室
の
尊
厳

を
保
持
す
る
た
め
の
財
政
基
盤
と
し
て
設
定
さ
れ
た
」（『
近
代
日
本

の
国
家
形
成
と
皇
室
財
産
』
原
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
五
一
頁
）
と
指
摘
し
、

近
代
日
本
に
お
い
て
は
、
皇
室
と
国
家
と
の
関
係
如
何
と
い
ふ
問
題

の
み
な
ら
ず
、「
天
皇
に
私
な
し
」
と
い
ふ
理
念
が
残
つ
て
ゐ
た
た

め
、
天
皇
の
公
私
を
区
別
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
常
に
問
題
と
さ
れ
、

「
そ
の
ど
ち
ら
と
も
断
言
で
き
な
い
中
間
部
分
（
天
皇
の
尊
厳
性
と
密

接
に
か
か
わ
る
部
分
）
が
存
在
」
し
、「
そ
の
中
間
部
分
に
つ
き
、
明

文
化
し
な
い
と
い
う
方
法
を
と
り
、
日
本
の
本
来
の
在
り
方
を
残
し

た
」（
同
書
三
七
六
頁
）
と
い
ふ
見
方
を
提
示
し
て
ゐ
る
。

　

さ
ら
に
本
書
で
は
、
近
代
に
お
い
て
「
陵
墓
は
皇
室
財
産
の
枠
組

み
に
あ
り
な
が
ら
も
「
宗
教
的
精
神
的
建
営
物
」
で
あ
っ
て
、
世
伝

御
料
で
は
な
か
っ
た
。」（
一
八
〇
頁
）
と
捉
へ
つ
つ
、「
こ
の
あ
い
ま

い
な
神
話
性
こ
そ
が
戦
前
の
陵
墓
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
皇
室
制
度
の
改
革
の
な
か
で
、
陵
墓
が
皇
居
・

京
都
御
苑
や
正
倉
院
御
物
な
ど
と
横
並
び
で
「
皇
室
用
財
産
」
に

な
っ
た
こ
と
は
、
陵
墓
の
脱
神
話
化
へ
の
道
程
で
あ
り
、「
文
化
財

化
」
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
と
い
え
る
。」（
一
八
一
頁
）
と
述
べ
て

を
り
、
一
貫
し
て
「
皇
室
財
産
と
し
て
の
陵
墓
」
を
前
提
と
し
て
論

じ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
書
で
も
一
部
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
酒
巻
芳
男
『
皇
室
制
度
講
話
』

（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）
二
〇
九
頁
の
記
述
を
素
直
に
読
め
ば
、
い

く
ら
後
段
に
お
い
て
、
陵
墓
を
構
成
す
る
「
物
体
」
と
し
て
の
附
属

物
や
土
地
は
「
御
料
た
る
財
産
」
で
あ
る
と
記
載
し
て
ゐ
よ
う
が
、

あ
く
ま
で
前
段
に
あ
る
、「
陵
墓
は
一
の
宗
教
的
精
神
的
建
営
物
で

あ
つ
て
、
必
ず
し
も
財
産
と
目
す
る
こ
と
を
得
な
い
」
こ
と
か
ら
皇

室
財
産
令
に
規
定
さ
れ
ず
、
そ
の
性
質
上
他
の
御
料
財
産
と
区
別
す

る
た
め
皇
室
陵
墓
令
に
お
い
て
「
陵
墓
は
絶
対
に
処
分
す
る
こ
と
を

得
ず
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
世
伝
御
料
（
皇
位
と
と
も
に
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伝
へ
る
天
皇
で
さ
へ
も
処
分
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
財
産
）
に
も
勿
論
編

入
し
な
い
、
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
力
点
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ら

う
。

　

因
み
に
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』（
帝
室
林
野
局
、
昭
和
十
四
年
）

に
は
、「
当
局
の
保
管
に
属
し
な
い
御
料
地
と
し
て
陵
墓
地
が
あ
る
。」

と
し
て
、「
諸
陵
寮
に
於
て
専
ら
管
理
」
す
る
も
の
の
、
明
治
四
十

一
年
施
行
の
「
帝
室
林
野
管
理
局
官
制
」
第
一
条
に
拠
り
、「
土
地

は
当
局
に
於
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
」
つ
た
と
説
明
さ
れ
て
ゐ
る

（
同
書
二
七
五
頁
）。
即
ち
、
御
料
局
か
ら
帝
室
林
野
管
理
局
へ
と
改

称
し
、
省
外
部
局
と
な
つ
た
こ
の
明
治
四
十
一
年
に
、「
皇
宮
地
又

は
皇
宮
地
附
属
地
以
外
に
神
地
と
称
へ
た
陵
墓
地
も
御
料
地
と
し
て

其
の
地
籍
は
当
局
扱
と
な
つ
た
。」（
同
書
三
八
一
頁
）
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、「
明
治
維
新
後
の
皇
室
財
産
の
な
か
で
は
、
陵
墓
の
整

備
が
最
も
は
や
く
進
行
す
る
。」（
一
八
九
頁
）
と
記
す
が
、本
来
「
皇

室
財
産
」
概
念
に
は
馴
染
ま
な
い
皇
室
の
祖
先
祭
祀
の
場
と
し
て
の

「
陵
墓
」
の
特
殊
な
性
格
と
、
複
雑
な
経
緯
を
辿
つ
た
近
代
皇
室
財

産
史
の
展
開
を
十
分
に
踏
ま
へ
る
べ
き
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　

第
二
の
問
題
点
と
し
て
は
、
本
書
に
お
け
る
〈
文
化
財
〉
概
念
が
、

〈
近
代
日
本
〉
に
お
い
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
も
の
で
は
な

く
、
あ
た
か
も
所
与
の
概
念
と
し
て
あ
つ
た
か
の
や
う
な
前
提
の
も

と
で
論
旨
が
運
ば
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
予
て
よ
り
「
明
治
二
十
年
代
の
文
化
財
保
護
行
政
が
宗

教
行
政
で
な
く
美
術
行
政
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
」（『
近
代
天
皇
制

の
文
化
史
的
研
究
』
三
〇
〇
頁
）
と
主
張
し
、
本
書
で
も
「
古
社
寺
保

存
法
（
一
八
九
七
年
）
は
、
宗
教
行
政
で
は
な
く
美
術
行
政
と
し
て

展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」（
一
五
六
頁
）
と
言
ひ
切
つ
て
ゐ
る
。

　

し
か
し
、
帝
国
議
会
の
動
向
か
ら
古
社
寺
保
存
問
題
の
展
開
を
詳

し
く
追
つ
た
山
口
輝
臣
氏
は
、「
古
社
寺
保
存
を
文
化
財
保
護
と
イ

コ
ー
ル
と
見
做
す
の
は
安
直
に
す
ぎ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
社
寺
優
遇

だ
け
を
目
的
に
し
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ば
古
社
寺
保
存

と
い
う
ほ
か
な
い
領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
複
合
性
故
に
広

く
易
く
受
け
容
れ
ら
れ
、
建
議
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。」（『
明

治
国
家
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
二
二
〇―

二
二
一
頁
）

と
述
べ
、「「
美
術
保
存
」
に
主
眼
を
お
く
立
場
と
、「
社
寺
保
存
」

主
眼
を
お
く
立
場
と
の
両
面
か
ら
の
支
持
の
上
に
、
こ
の
法
律
は
成

立
し
、
公
布
さ
れ
た
。」（
同
書
二
二
二
頁
）
と
指
摘
し
て
ゐ
る
。

　

ま
た
、
本
書
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
が
、
従
来
「
廃
仏
毀
釈
」
の

反
省
を
直
接
的
な
理
由
と
し
て
〈
文
化
財
〉
保
護
観
念
の
醸
成
の
こ

と
が
一
直
線
に
語
ら
れ
て
来
た
こ
と
に
対
し
、
阪
本
是
丸
氏
は
、
維

新
期
の
「
神
仏
分
離
」
以
降
に
近
代
的
法
人
格
を
形
成
し
て
行
く
社

寺
や
そ
れ
に
附
属
す
る
建
造
物
・
宝
物
な
ど
に
対
す
る
複
雑
な
意
識

の
変
化
（
社
寺
の
財
産
と
し
て
保
全
す
る
）
が
、〈
文
化
財
〉
保
護
の
前

段
階
に
あ
る
社
寺
保
護
の
観
念
、
政
策
に
繋
が
つ
て
行
く
こ
と
を
示

唆
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（「
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
の
背
景
に
つ
い
て
」
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さ
ら
に
、
阪
本
氏
は
以
前
、『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』

に
対
す
る
書
評
の
中
で
、「
著
者
高
木
氏
が
強
調
し
、
多
用
す
る
諸

行
事
等
の
「
創
出
」
が
「
あ
る
種
の
復
古
」
と
連
関
し
て
い
る
の
か
、

い
な
い
の
か
。
こ
の
点
の
解
明
な
し
に
「
日
本
型
国
民
国
家
」
論
の

構
築
は
不
可
能
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。」（『
日
本
歴
史
』
六
〇

九
、
平
成
十
一
年
）
と
指
摘
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
評
者
は
本
書
を

通
読
し
た
今
も
、
事
こ
の
問
ひ
か
け
に
関
し
て
い
へ
ば
、
著
者
が
十

分
に
回
答
さ
れ
た
と
は
思
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
お
い
て
は
、「
復
古
」（
或
は
「
伝
統
」
回
帰
）
は
、
天
皇
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
「
創
出
」
の
た
め
の
単
な
る
道
具
の
如
き
印
象
を
受

け
る
の
み
で
、
現
代
を
も
基
礎
付
け
て
ゐ
る
近
代
に
お
け
る
「
日
本

型
国
民
国
家
」
の
形
成
過
程
に
特
有
の
、
い
は
ば
二
律
背
反
的
な

「
復
古
」
と
「
創
出
」
と
の
鬩
ぎ
合
ひ
や
、
当
事
者
達
の
葛
藤
・
苦

悩
を
も
含
み
込
ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
か
ら
産
み
出
さ
れ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
「
決
断
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
所
が
ほ
ぼ
無
い
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
初
め
か
ら
〈
維
新
〉
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
天
皇
制
と

密
着
し
た｢

伝
統
文
化｣

の
断
絶
や
変
容
、
創
出
だ
け
に
目
を
向
け

て
ゐ
て
は
、
静
態
的
な
「
伝
統
文
化
」
像
し
か
見
え
て
来
な
い
。
動

態
的
に
「
伝
統
文
化
」
を
捉
へ
て
い
く
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
継
承
、

再
生
、
復
興
の
面
に
こ
そ
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
翻
つ
て
評
者
の
研
究
に
お
い
て
も
、
か
か
る
難
題
に
対
し
、

主
に
「
近
代
国
学
」
の
視
角
を
提
出
し
つ
つ
検
討
し
て
き
た
が
（
拙

著
『
近
代
国
学
の
研
究
』
弘
文
堂
、
平
成
十
九
年
）、
課
題
は
山
積
し
て

を
り
、
こ
れ
ま
た
満
足
な
結
論
を
得
て
ゐ
る
訳
で
は
な
い
。

　

か
つ
て
熊
倉
功
夫
氏
は
、「
伝
統
文
化
と
は
、
前
近
代
に
生
成
さ

れ
な
が
ら
、
近
代
文
明
に
接
触
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
自
己
変
革
に

成
功
し
た
文
化
で
あ
っ
た
の
だ
。
総
体
と
し
て
は
新
し
い
様
式
と
思

想
を
う
み
だ
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
容
を
と
げ
な
が
ら
、
し
か
し

各
部
分
に
お
い
て
は
ま
さ
し
く
伝
統
に
従
う
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。」

（
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
五
十
五
年
、

ⅰ
頁
）
と
い
ふ
傾
聴
に
値
す
べ
き
指
摘
を
行
な
つ
た
。

　

こ
の
や
う
な
興
味
深
い
見
解
を
踏
ま
へ
、
今
後
近
代
天
皇
制
に
関

は
る
「
伝
統
文
化
」
を
動
態
的
に
捉
へ
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
ら
う
。
そ
の
点
か
ら
い
へ
ば
、
豊
富
な
史
料
を
も
と
に

「
創
出
」
面
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
本
書
は
、
そ
の
結
論
に
異
論
が

あ
る
者
に
と
つ
て
も
、「
日
本
近
代
」
と
「
伝
統
」
と
の
関
係
を
考

へ
る
上
で
は
必
ず
何
度
も
繙
く
こ
と
と
な
る
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
基
本
文
献
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
り
、「
導
き
の
糸
」
と
も

な
る
先
駆
的
か
つ
貴
重
な
業
績
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
無
い
の
で
あ
る
。

　
･（

岩
波
書
店
、
平
成
十
八
年
七
月
、
Ｂ
６
判
、
三
一
〇
頁
、
本
体

三
一
〇
〇
円
）

（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）




